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連休期間中の過ごし方について（お願い） 

 

 新年度がスタートして１か月が経ち、子供たちが楽しみにしているゴールデンウィークが始まりま

す。この期間は、学校生活では得られない生活体験をする機会である反面、気のゆるみから生活が不

規則になりやすく、健康・安全面でも特に配慮が必要な期間でもあります。子供たちが健康で安全に、

節度とリズムのある生活が送れるよう、以下のことについて、ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

 

１ 規則正しい生活 

  自分で生活時間の計画（家族との団らん、学習、遊び、運動等）を立て、実行できるよう励まして

ください。 

①  勤労体験と家族の触れ合い 

  ・子供に応じた家事（玄関や自分の部屋の掃除、食事の用意や後片付けの手伝い等）の分担や家族

全員での共同作業（田や畑の作業等）を通して、家族の一員としての自覚をもち、やり遂げた

充実感を味わえる機会を設ける。 

② 礼儀正しい振る舞い 

  ・その場にあった挨拶や言葉遣いができるようにする。 

 

２ 安全な生活 

  地域の子供たちが健やかに育つように、どの子でも、気にかかることがあれば一声かけ、よいこ

とは小さいことでもほめてください。 

 ① 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止 

  ・不要不急の外出や、「三密」（密接・密集・密閉）になる場所へ行くことを避ける。 

  ・出かけるときのマスクの着用や手洗いを励行する。 

  ・同居家族以外のグループでの会食はなるべく避ける。 

② 交通安全 

  ・交通規則を守ること、飛び出しを絶対にしないことを確認する。 

・自転車に乗るときは、自転車の約束を守って安全に乗る。 

③ 水の事故 

  ・川や用水の近くで子供だけで遊ばせない。（用水の水かさが増しています） 

  ・用水から田に水を引き入れるための止め板の役割を教え、絶対にさわらないよう話す。 

④ 火の事故 

  ・火遊びをさせないよう、マッチやライター類は大人が管理する。 

 

３ その他 

・外出する際は、行き先・目的・同行者・帰宅時刻を家族に知らせ、単独行動をさせない。 

・知らない人の誘いにのらないよう気を付ける。被害に遭いそうになったら、「大声を出す」「子ど

も１１０番の家や近くの家にかけこむ」「防犯ブザーを鳴らす」ことを伝える。 

 ・人の物や店頭の商品を勝手に持ち去ってはいけないことを、機会があるごとに教える。 


